小スケール・大スケールにおける縮退重力理論の検証に向けて by 平野 進一
  
10 






学位論文題目 Toward Tests of Degenerate Higher-Order Scalar-Tensor 
Theories on Small and Large Scales （小スケール・大ス
ケールにおける縮退重力理論の検証に向けて） 
審査委員 （主査） 原田 知広 （立教大学大学院教授） 
小林 努  （立教大学大学院教授） 
亀田 真吾 （立教大学大学院教授） 























































ルサーの観測から、この種の DHOST 理論に対し現状最も厳しい制限を与えた。 




























 本論文の特徴は、スカラーテンソル理論の中でも Horndeski 理論という大き
な枠組みを超える DHOST 理論という非常に複雑な修正重力理論を宇宙論に適
用して現象論的に調べ、球対称静的な星、密度揺らぎの線形成長、密度揺らぎ
のバイスペクトル、という三つの状況において観測と比較しうる物理量を理論
的に計算できる枠組みを与え、実際の理論に対してこれらの物理量の理論的な
算出を行って観測的制限を行う可能性を議論している点である。 
 
（２）論文の評価 
 
 観測的に確実視されている宇宙の現在の加速膨張を一般相対論に宇宙項ある
いは同様の性質をもつダークエネルギーという物質場を導入することによって
実現するという現代宇宙論の標準的な見方から一旦離れて、重力理論を一般相
対論から変更することによって同様の現象を実現するという枠組みを採用し、
その場合の一般相対論からの観測可能なずれを理論的に指摘し一般相対論から
の変更に制限をつけるという研究が最近大変盛んにおこなわれている。そうし
た中で、本論文で DHOST 理論に的を絞って、相当深いところまで現象論的な
研究が行われており、その点で独創的であるといえる。本論文のもととなって
いる三編の論文は、申請者を筆頭著者としていずれも評価の高い国際的な学術
論文誌に掲載されており、すでに多数回引用されるなどしてこの分野の研究者
に評価されているといえる。これらのことから、本論文は博士学位論文が満た
すべき水準に十分に達していると評価する。 
 
